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第４回阿賀野川自然再生
モニタリング検討会

早出川での今後の整備について

阿賀野川河川事務所

平成２８年３月
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・流下能力の増大、水衝部の解消及び蛇行部の整正を図るため早出川捷水路事業を実施。

・捷水路整備前には砂州が広がり、河道の蛇行とともに多様な流れが形成されていた。

→捷水路事業により河道が直線化され、流れが単調化することで、ワンドなどが減少

【短期的目標】
・流れの多様性を回復させ、礫河原やワンドの再生を図る。

旧河道

捷水路事業イメージ 捷水路事業前

捷水路事業後

流れの多様性の再生イメージ

水際線に凹凸がある

河岸勾配が緩い箇
所にはヨシなどの
水生植物

早出川県管理区間の良好なワンド

国土交通省
阿賀野川河川事務所1 早出川砂礫河原の再生：現状と課題
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国土交通省
阿賀野川河川事務所2 早出川砂礫河原の再生：水制工模式図
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平面図

標準横断面図

▽平均平水位8.71

▽融雪期平均年最大流量11.097(220m3/s)

10m ■袋詰玉石
水制まわりの局所洗掘対策及
び河岸の多孔性を確保

■捨石工
礫河原との一体性

▽天端高10.07

■捨石工

40m

■盛土

▽計画高水敷高

※最下流の２基の水制工の天端高は
融雪期平均年最大流量時の水位見合いの高さ。

20m

流水
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■よどみ(ワンド)
自然営力により、砂州の消長
サイクルのワンド化を期待

■袋詰玉石
水制まわりの局所洗掘対策及
び河岸の多孔性を確保

■捨石工
礫河原との一体性

27°

※配置間隔・構造・形状については、今後のモニタリング等により変更となる可能性があります。
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阿賀野川河川事務所3 早出川砂礫河原の再生：水制工配置計画
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配置イメージ

※配置間隔・構造・形状については、今後のモニタリング等により変更となる可能性があります。
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■試験施工計画
平成２８年度に８～１０基を施工予定。

撮影：平成２２年度

水制工（捨石＋袋詰玉石）

■最下流の2基の水制工の天端高は、
融雪期最大流量見合いの高さとする。
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阿賀野川河川事務所4 早出川砂礫河原の再生：モニタリング調査（案）
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➃水位
（簡易水位計）

⑥⑦生態系への影響把握
（魚類、植物）

空中写真撮影日：
平成26年11月16日

●早出川モニタリング調査（案）

目 的 ： 調 査 手 法

①河床変動把握 ： 深浅測量（２０ｍピッチ）

➁粒度分布の把握 ： 河床材料調査 （２００ｍピッチ）

③水制工周りの河床変動把握 ： グリーンレーザー など

➃表面流速など流況把握 ： 橋からのビデオ撮影・カメラ定点撮影、ＣＣＴＶ画像を用いた画像解析

PIV(Particle Image Velocimety) など

⑤水面形の把握 ： 水位観測所、簡易水位計

⑥生態系への影響把握（魚類）： 定置網、投網、タモ網等による採捕

⑦生態系への影響把握（植物）： 植物相調査

➃水位
（三本木水位観測所）

③表面流速など流況把握
（ビデオ撮影、カメラ定点撮影、ＣＣＴＶ画像）

②水制工周りの河床変動把握
（グリーンレーザー など）

➃水位
（太田川排水機場）

➃水位
（善願水位・流量観測所）

※調査位置はイメージです。
※配置間隔・構造・形状については、今後のモニタリング等により変更となる可能性があります。

➁粒度分布の把握
（河床材料調査）①河床変動把握

（深浅測量）


